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W06b CCDカメラ用、可視光遮断フィルターの性能評価
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2000年に打ち上げ予定の X線天文衛星、ASTRO-Eには４台の CCDカメラ（XIS）が搭載される。X線用
CCDカメラには、紫外線や可視光を遮断し、かつX線を透過させることができるフィルター（Optical Blocking
Filter; OBF)が必要である。現在、OBFとしてレキサン（ポリカーボネイト）1000Åのフィルムの両面にそれ
ぞれアルミニウム 400Åを付けたフィルムを使う予定で準備を進めている。
X線発生装置からの X線を回折格子にて分光し、そのまま CCDに照射した場合と OBFを透過させたのち

CCDに照射させた場合での１次光の信号の比を調べる事により、0.4keVから 2.2keVまでの X線の透過率を測
定した。その結果、X線の透過率は 0.5keVで約 80%であることが結論され、X線観測用のOBFとしてほぼ満足
できる性能であることを確認した。また、ハロゲンランプからの可視光を回折格子にて分光し、そのまま CCD
に照射した場合とOBFを透過させたのちCCD に照射させた場合でCCDの信号の比を調べることにより、可視
光の透過率も測定する準備を進めている。
また、OBFは薄膜であり、たいへん破れやすいものであるので、人工衛星打ち上げ環境で破損しないように
する対策が必要である。９７年４月に行なった、ASTRO-Eのサブシステムレベルでの振動試験、７月に行なっ
た音響試験の結果についても報告する。


